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研究組織
我々が新規に同定したRB1CC1分子と各種疾患との関わりを明らかにし、
本分子を医学臨床に役立てることを意図して研究を行った。
継続した研究の結果、アルツハイマー病のいくつかの症例で、は、
RB1CC1発現が寡少となり、 mTOR活性が抑制されることにより、十分な
蛋白合成が行われないために、神経突起萎縮、細胞萎縮、細胞死を来
し、病態が進行してしまうことが明らかとなった。
また最近、 RB1CC1の発現状態が乳癌症例の生存率に大きく関与して
いることを明らかにした。 RB1CC1の細胞質での働きと細胞核内での機
能を病理標本において簡便に判別することによって、臨床予後が早期
に類推でき、治療選択の一指針にもなり得ることが明らかになった。
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